
A&Bトレードのカテゴリとショップカテゴリ登録マニュアル

■□
□■ パターン設定

A&Bトレードのカテゴリとショップのカテゴリを紐づけることにより、新商品掲載などの場合に

ショップのカテゴリが紐づけられるようになり、作業の手間が省けるようになります。

※例）楽天であれば、一旦その他のカテゴリに入った商品をショップのカテゴリに紐づける場合に作業が

必要でしたが、あらかじめここで登録することにより一括のパターン設定で、カテゴリ登録CSVを作成

していただいていると、A&B項目の「カテゴリID」を登録していただいたショップカテゴリに紐付けして

データが出力されそのデータを一括でUPすることが可能です。

また、yahoo！であれば、pathのところにあらかじめ登録していただくことにより、自動的に

ショップのカテゴリが出力できます。

A&BトレードのTOP画面にあるDejimaをクリックします。

そうするとDejimaの画面に切り替わります。

メニュー一覧にある、「カテゴリー紐付け」をクリックします。

Click

Click



トレードカテゴリDLをクリックします。

そうすると下記「ファイルダウンロード」画面が表示されます。

マイページやデスクトップに保存してください。

Click

Click



ダウンロードしたファイルを開くとA列にカテゴリNO、B列にカテゴリ名が表示されています。

先程のカテゴリ紐付けCSVアップの画面にもどります。

説明

新規登録の場合は新規を選択。以前登録したものの変更は、プルダウンから選択

楽天・yahoo・bidders・livedoorから登録したいモールを選択

登録するパターン名を登録してください

トレードカテゴリNo

　CSVファイル作成項目

トレードカテゴリNo

ショップカテゴリ 楽天であれば「\」区切りで階層分けをしたデータ

yahooであれば「:」区切りで階層分けしたデータなどショップのカテゴリを登録

する際のデータ

CSVファイル 

mall_category 

trade_category_no

名称

パターン名選択 

モール 

パターン名 



先程ダウンロードしてきた「トレードカテゴリ一覧」を上記のCSVファイルで必要な項目に変更し

下記のようなCSVデータを作成します。Mall_categoryのデータが空欄の場合は空欄で登録されます。

作成したデータをアップロードします。

まず、下記各項目を設定します。そうすると下記画面になります。

あとは、作成したCSVファイルを参照から選択し、登録のボタンを押します。

説明

新規登録

楽天

楽天テスト

パターン名選択 

モール 

パターン名 

名称

楽天のデータ作成例 Yahooのデータ作成例

Click



登録のボタンをクリックし、先程なかった確認用CSVファイルがでてきます。

ファイルダウンロードをクリックするとアップしたデータがダウンロードされます。

アップしたデータを削除したい場合は、削除ボタンをクリックしてください

説明

アップしたデータをそのままダウンロードできます

アップしたデータを画面から変更できます

アップしたデータを削除できます

名称

ファイルダウンロード

ファイル変更

削除



■□
□■ 一括ダウンロードの機能での利用方法

マイページ⇒CSV出力パターン設定をクリックします。

そうすると下記画面になります。

今回はYahooで説明しますが、他のモールも同様です。



「出力パターンを選択してください。」からYahooの商品登録時に使用している「Yahoo用」を選択します。

これまでにはなかった「カテゴリ紐付けの設定」が画面に表示されています。

保存はzip形式となります。

「商品説明用画像」も同様にダウンロードします。

この「カテゴリ紐付けの設定」をクリックします。

そうするとカテゴリパターンに先程登録した楽天テストとYahoo用で登録したパターンが表示されます。

今回はyahoo用なのでyahoo用を選択し、登録するをクリックします。

同様に各モールごとにパターン設定で紐付けしてください。

※楽天の場合は、カテゴリ登録用のパターンを作成し、その際の「表示先カテゴリ」に

「A&B項目」から「カテゴリID」を設定することで、事前に紐付け作業をした結果が

データとして反映されるようになります。

Click



CHECK！ 今回の紐付け作業の場合、カテゴリIDが事前に登録しているA&Bトレードとショップカテゴリを

自動的に紐づけることになりますので、yahooの場合は、pathを下記画面のように

A&B項目から「カテゴリID」を設定してください

実際に出力されたデータを確認すると、下記画面のように紐づけたデータはショップのカテゴリが反映

され、登録していないものは、A&B項目のカテゴリIDが表示されます。


